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組織化学及び免疫紲織化学に お け る新し い 固

定法

1） ジ メ チ ス ベ ル イ ミデ
ー

ト固定 法 に よる齠

微 細槽造 の 保持に つ い て

　　小野哲郎 ・山本 　昇 ・安 田健 次郎

　　（北畢 大 学 ・医 ・解剖 ）
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オ ス ミ ウ ム 黒反応 に つ レtSて の 2
，

5 の 淀意

　　岩月宏彦

　　 （川崎 医大解剖 ）

昨年本学会に お い て 組織化学的及び免疫組織

化学的研 究に お け る新 し い 固定剤 の 試み に つ

い て 一部報告 し た 。 ※種 々 の 架橋剤の うち今

回 は ジ メ チ ル ス ベ ル イ ミデ
ートを 固定 剤と し

て 用 い た場合 の 超微細構造の 保持 に 関して 報

告す る 。

1 ．5％ジ メ チ ル ス ベ ル イ ミデートで 前固定後

OsO4 又 は KMnO4 で 後固定 し ， ： 重染色，

PAM 染色 ， コ ロ イ ド鉄 の 染色を行 っ た 。 グ

ル タ
ール ア ル デ ヒ ド固定 に 比 べ

， 腎糸球体

Slit　 diaphragm の 連続的出現及び 尿細

管 infolding 内物質の 保持が 特長的で ある 。

肝 で は グ リコ
ー

ゲ ン 顆粒 が 良 く保持
．
さ れ ，所

謂 glyCogenOS 摩me に相当する 構造 もよ り

よ く認 め られ た 。 又 ミ トコ ン ドリア そ の 他 の

微細構造も良く保持 され て い る 。 こ の 様 に 現

在最 も多く使われて い る グ ル タ ー．一
ル ア ル デ ヒ

ドと比 べ ジ メ チ ル ス ブ リ ミデ
…

トは 固定剤 と

し て 超微細構造 保持 の 点 で 優 る と も劣 らぬ も

の で あ り，更に 抗原性，酵 素活 軽 の保持を 検

剖す る段階 に 入れ る もの と 思わ れ る e

　　 N ，Yamamoto ，Acta 　 Histochemica

　　 etC ア toehemica

　　 8　　41rny　46 　（　1975 ）

オ ス ミ ウ ム 黒反応の対照 試験 を行 い ，標本 を

作製 中に遭遇 した 留意すべ き 2 ， 5 の 所 見に

つ h て 報告す る ．テ ン ジ ク ネ ズ ミの 小腸 の 小

片を ，
S 一 コ リ ジ ン

・
塩酸緩衝 液 （0．1M ）

で pH 　7．6 に した 2 ％四酸化 オ ス ミ ウ ム 溶液

に 入 れ ，4 ℃ で 2時 間，さ らに 6D ℃ で 1時

間放置 した ．常法 に従い エ ポ ン 包埋 の の ち，

増影処理 する こ と な く電子鏡検 する と，上皮

細胞間 の 無定形物質が 電子密性 を著 しく増 し

た．また杯細胞の 粘液滴 ，結合組織 の 細胞外

物質，平滑筋の 線維間物質が濃影と な っ た ．

しか し，単に 2 ％四酸化 オ ス ミ ウ ム 水溶液で

固定 した 標本 の 超薄 切片で は ，前述 の 諸形象

が 電子密性 を増 さ な か っ た，因 に 上記 の 緩衝

オ ス ミ ウ ム 液で固定 した 標本 を，金属 の 蒸着

を行わずに走査電子鏡検 を試み た結果 ，像障

害 を生ず る こ とな しに絨 毛 の 表 面 の 微細 構造

をか な り よ く観察す る こ とが で きた ．
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